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愛
媛
県
下
に
見
ら
れ
る
戦
前
期
の
学
校
建

築
の
中
で
、
今
回
は
「
講
堂
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
み
た
い
。
思
い
立
っ
た
ら
直
ち
に
“
講

堂
”
!?

　

平
成
15
年
に
刊
行
さ
れ
た
愛
媛
県
近
代
化

遺
産
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
県
内
に
は
８

棟
の
講
堂
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
民
間
企
業
の
建
て
た
も
の
や
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
も
入
れ
る
と
、
15
棟
の
講
堂

が
残
存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
学
校
建
築
の
み

ご
紹
介
。

　

建
築
年
の
古
い
順
に
始
め
よ
う
。

　

ま
ず
、
現
存
す
る
県
下
最
古
の
講
堂
建
築

は
、
大
正
４
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
宇
和
町
尋

常
高
等
小
学
校
。
た
だ
し
、
西
予
市
宇
和
町
に

あ
る
こ
の
講
堂
は
、
当
初
の
建
築
場
所
で
は
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な
く
、
再
々
移
築
の
運
命
を
た
ど
り
現
在
に

至
る
。
元
は
、
中

な
か
の
ち
ょ
う町

の
町
並
み
の
山
際
、
坪
ヶ

谷
に
あ
り
、
昭
和
初
期
に
当
時
の
清
水
伴
三

郎
町
長
に
よ
っ
て
、
新
た
な
宇
和
町
小
の
建

設
に
際
し
、
移
築
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
昭
和
の
終
わ
り
に
旧
宇
和
町
小
学
校
の

校
舎
保
存
運
動
が
あ
り
、
関
係
部
局
の
苦
労

の
末
、
今
の
米
博
物
館
に
。
そ
の
際
、
写
真
の

如
く
、
天
井
の
照
明
や
屋
根
裏
の
ト
ラ
ス
構

造
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
改
造
さ
れ
て
、
通
常

は
柔
剣
道
の
武
道
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　

続
い
て
、
大
正
９
年
の
西
条
農
業
高
校
の

講
堂
を
ご
紹
介
。
基
礎
を
煉
瓦
積
み
と
し
、
外

壁
が
ピ
ン
ク
の
ペ
ン
キ
で
塗
装
さ
れ
た
大
正

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
。
時
代
背
景
と
し
て
、
婦

人
公
論
（
同
５
年
）
や
主
婦
の
友
（
同
６
年
）、

あ
る
い
は
新
青
年
（
同
９
年
）
な
ど
が
相
次
い

で
刊
行
さ
れ
た
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
頃
。

何
と
な
く
明
る
い
気
風
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

同
11
年
に
は
、
本
格
的
な
西
洋
建
築
と
で

も
言
う
べ
き
旧
制
松
山
高
校
の
講
堂
が
登
場

す
る
。
先
述
の
宇
和
町
小
も
西
条
農
校
も
、
そ

れ
ぞ
れ
入
母
屋
屋
根
、
寄
棟
屋
根
の
瓦
葺
き

で
和
風
を
基
調
と
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
、
正
面

に
ト
ス
カ
ナ
式
円
柱
８
本
を
堂
々
と
配
し
、

上
下
ス
ラ
イ
ド
の
縦
長
窓
や
内
部
の
意
匠
も

洋
風
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
高
、
二
高
な

ど
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
制
か
ら
、
大
正
８
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年
に
新
潟
、
松
本
、
山
口
な
ど
と
共
に
ネ
ー
ム

ス
ク
ー
ル
制
と
な
っ
て
開
設
さ
れ
る
。
京
都

三
高
か
ら
招
聘
さ
れ
た
初
代
校
長
由
比
質
は
、

質
実
剛
健
な
中
に
も
自
由
自
主
を
尊
重
し
た

校
風
を
打
ち
出
し
た
と
さ
れ
る
。
今
も
、
愛
大

付
属
中
学
校
の
講
堂
と
し
て
、
入
学
式
、
卒
業

式
、
あ
る
い
は
少
年
式
の
会
場
と
な
る
。
国
登

録
有
形
文
化
財
。

　

同
13
年
に
は
旧
制
三
島
中
学
校
（
現
伊
予
三

島
高
校
）
の
講
堂
が
建
設
さ
れ
る
。
設
計
は
、

や
が
て
昭
和
３
年
に
完
成
す
る
こ
と
と
な
る

松
山
測
候
所
（
現
松
山
地
方
気
象
台
・
国
登
録

有
形
）
も
手
が
け
た
戸
村
秀
雄
と
さ
れ
る
（
仙

波
勝
利
氏
調
査
）。
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に

よ
る
生
徒
数
増
加
に
よ
っ
て
昭
和
34
年
に
増

改
築
さ
れ
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
南
北
方
向

に
伸
び
た
が
、
幸
い
に
も
ま
だ
現
役
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
10
年
に
は
、
西
予
市
城
川
町
に
魚
成

尋
常
高
等
小
学
校
の
講
堂
が
完
成
し
、
戦
後

の
校
舎
移
転
の
後
、
現
在
は
地
元
の
縫
製
工

場
と
し
て
活
用
さ
れ
何
と
か
残
っ
て
い
る
。

　

翌
11
年
に
は
、
砥
部
尋
常
高
等
小
学
校
の

講
堂
（
研
南
館
）
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
も
学

校
と
し
て
の
使
命
を
終
え
、
今
は
時
に
武
道

場
と
し
て
の
活
用
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、

正
面
外
観
の
ア
カ
ン
サ
ス
装
飾
も
見
所
。

　

同
14
年
に
は
、
時
代
背
景
を
物
語
る
上か

み

須す

戒が
い

青
年
学
校
明
玄
農
士
道
場
が
大
洲
市
の
山

間
部
に
誕
生
す
る
。
外
観
は
和
風
で
、
正
面
頭

上
に
は
禅
宗
様
式
に
見
ら
れ
る
火
灯
（
花
頭
）

窓
が
施
さ
れ
、
農
の
士

さ
む
ら
い

を
養
成
す
る
精
神
的

な
道
場
、
と
い
う
側
面
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。
不
思
議
な
の
は
、
内
観
が
打
っ
て
変

わ
っ
て
洋
風
で
あ
る
こ
と
。
現
在
は
、
大
洲
少

年
自
然
の
家
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

同
19
年
に
は
、
上
浮
穴
農
林
学
校
の
講
堂

が
建
築
さ
れ
る
（
現
久
万
高
原
町
）。
地
元
の

篤
志
家
船
田
一
雄
の
寄
付
に
よ
り
建
設
さ
れ
、

上
浮
穴
高
校
の
講
堂
と
し
て
今
も
あ
る
が
、

老
朽
化
に
よ
り
、
歴
史
遺
産
活
用
と
し
て
は

不
十
分
か
も
知
れ
な
い
。

　

以
上
、
県
下
に
お
け
る
残
存
す
る
講
堂
群

８
棟
を
見
て
き
た
訳
だ
が
、
今
も
学
校
敷
地

内
に
そ
の
ま
ま
残
る
の
が
４
棟
、
学
校
は
移

転
し
た
が
取
り
合
え
ず
残
っ
た
も
の
が
３
棟
、

移
築
が
１
棟
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
多
い
と
見

る
か
、
少
な
い
と
見
る
か
は
見
方
で
変
わ
っ

て
く
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
教
育
の

中
で
、
記
念
式
典
の
会
場
と
し
て
の
使
用
が

主
体
だ
っ
た
講
堂
は
、
い
つ
の
間
に
か
体
育

館
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
主
体

性
を
置
く
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
が
各
地

域
か
ら
消
滅
す
る
道
を
た
ど
っ
た
。
精
神
性

の
良
し
悪
し
は
あ
る
が
、
単
に
ハ
コ
モ
ノ
と

言
う
な
か
れ
、
体
育
館
で
の
式
典
に
は
ど
こ

か
効
率
や
便
宜
上
の
匂
い
が
す
る
の
は
偏
見

だ
ろ
う
か
。
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